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技術の概要

３．技術の効果

従来の橋梁架替や、道路の再構築とは違い、既設上部工を活かして軽量盛土へ更新するため以下のよ
うな効果、特徴がある。
①施工中の交通規制の大幅軽減
②工期の短縮と優れた経済性
③維持管理コストの軽減
④施工時の廃棄物の低減
⑤施工中のCO2排出量の軽減

４．技術の適用範囲

１．橋梁形式　単純橋、且つ兄弟背面に軽量盛土材を適用していない形式
２．形状　片桟道形式　軽量盛土構造高15m以下
３．上部工等の死荷重20～30kN/m2
４．橋梁下部が閉塞されることが可能な箇所
５．必要な事前処理が可能な箇所
６．地盤の安定性が確保できる箇所

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　3件　（九州　0件　九州以外　3件）
自治体　13件　（九州　1件　九州以外 13件）
民間　4件（九州　0件　九州以外　4件）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　近年、橋梁の老朽化に伴い維持管理には多くの時間・人員・コストを要し、社会インフラが抱える大きな
問題の一つになっている。日本国内に維持管理が行き届かないため安全が確保できず、通行止めのま
ま放置せざるを得ない橋梁が多く存在している。それらの橋梁を盛土構造物化し、安全を確保して災害
に強い道路として通行可能にすることと、以降の維持管理を時間・人員・コスト共に簡易化することを目
的に開発したのがRBH工法である。

　RBH工法とは、発泡ウレタンとエアミルク、エアモルタルを用いて橋梁下部空間を充填することにより、
老朽化橋梁を軽量盛土構造物へ更新する土木工法である。　超軽量材料である発泡ウレタンと圧縮強
度が強いエアミルク、エアモルタルのハイブリッド構造を基本とし、必要に応じた割合で両材料のメリット
を生かして老朽化した橋梁を盛土に更新し、安全で災害に強い構造へ生まれ変わらせる共に、複雑な橋
梁維持を盛土道路の維持作業へ簡易化することが可能な技術である。
　また開発中にはRBH工法の地震時における動的FEM解析により挙動の確認を実施しており、実験現場
とPCによる解析の結果を地震時の設計検討に取り入れている。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


